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	研究課題
	2相強化したTi合金の変形挙動解明

	
共同研究テーマ

※該当するものに✓をつけてください。
	✓全国共同利用・共同研究助成
□国際共同利用・共同研究助成
□共通試料提供・共同研究助成
□試料分析評価受託・共同研究助成

	□重点テーマ
□輸送機器材料開発
□生体材料開発
□橋梁・建築用材料開発
□キンク強化
□自由テーマ

	使用設備名
（ILM保有のもの）
	FIB-SEM: NB5000, Hitachi High-Tech
STEM: JEM-ARM200F, NEOARM

	配当額
	旅費　　　　（　　　　　　　120,000　　　円）
	消耗品　　　　（　　　　　　30,000　　　円）

	研究成果内容　※「研究成果」、「展望」、「具体的な成果」について、簡潔に記述してください。
【主な研究成果】
 BCC相中にB2規則相が生成する合金の高温変形挙動を明らかにするため、高温で圧縮試験した資料について、FIBによるTEM試料作成と、STEMによる転位観察を行った。この合金について、FIBによるTEM試料作成は、初めて行ったが、試料作成に成功した。析出物/母相界面におけるミスフィット転位や、母相中の転位配列が観察された。また、転位が析出物界面でトラップされている様子も観察された。析出物内には転位は観察されず、析出物が転位運動を効果的に阻害している様子が観察された。

【今後の展望】
　転位観察に有効であることがわかったため、今後は、さらに変形条件を変化させた合金について観察を行い、高温における2相合金の変形機構を明らかにする予定である。





【具体的な成果】
　●論文　1本投稿し、under reviewである。
　●学会発表
　●国際会議発表
　●招待講演
　●受賞
　●獲得外部資金　　　など。

	注意事項
・成果報告書はこの様式を用いて作成し、2026年5月15日（金）までにメール記載の専用URLよりアップロードください。
・提出いただいた共同研究報告書は、先進軽金属材料国際研究機構共同研究報告（年報）を発行し、上記ホームページに掲載いたしますので、公表できる範囲において作成してください。
・記載欄が不足する場合は，適宜ページを追加してください。




